
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

四

五

五

号

国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
不
正
経
理
問
題
と
外
務
省
の
外
国
為
替
運
用
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

保

坂

展

人
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国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
不
正
経
理
問
題
と
外
務
省
の
外
国
為
替
運
用
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
不
正
経
理
問
題
及
び
そ
れ
と
不
可
分
な
日
本
政
府
か
ら
国
連
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
拠
出

金
等
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
不
正
経
理
問
題
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
及
び
国
会
に

お
け
る
質
問
を
通
じ
て
そ
の
実
態
が
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
政
府
は
、
「
文
書
を
破
棄
し
て
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
と
言
い
訳
を
し
て
、
国
民
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
解
明
の
努
力
を
し
よ
う
と

も
し
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
不
正
経
理
問
題
と
外
務
省
の
外
国
為
替
運
用
問
題
等
に
つ
い
て
未
だ
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
が
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
際
機
関
に
対
す
る
外
貨
拠
出
に
関
す
る
方
針
変
更
に
つ
い
て

外
務
省
は
、
国
際
機
関
に
対
す
る
外
貨
拠
出
の
方
法
を
す
べ
て
「
国
際
送
金
」
に
変
更
す
る
こ
と
と
す
る
「
国
際
機
関
に

対
す
る
外
貨
拠
出
に
関
す
る
方
針
変
更
」
を
二
〇
〇
一
年
四
月
に
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
方
針
変
更

は
、
政
府
の
方
針
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
外
務
省
の
方
針
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
か
。
政
府
の
方
針

と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
決
定
は
、
閣
議
決
定
か
、
閣
議
了
解
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
方
式
に
よ
る
も

一



の
な
の
か
、
そ
の
決
定
の
レ
ベ
ル
と
プ
ロ
セ
ス
及
び
決
定
文
書
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
外
務
省
の
方
針
変

更
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
臣
、
事
務
次
官
、
局
長
な
ど
そ
の
決
定
の
レ
ベ
ル
と
プ
ロ
セ
ス
及
び
決
定
文
書
の
内
容
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

二

国
際
機
関
に
対
す
る
拠
出
金
の
「
国
内
送
金
」
の
実
態
に
つ
い
て

外
務
省
は
二
〇
〇
一
年
四
月
の
方
針
変
更
以
前
に
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
東
京
事
務
所
（
以
下
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
）
の
口

座
を
通
じ
て
、
国
連
の
通
常
予
算
の
分
担
金
及
び
Ｐ
Ｋ
Ｏ
分
担
金
を
「
国
内
送
金
」
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

が
、

（
�
）

外
務
省
所
管
の
国
連
の
通
常
予
算
の
分
担
金
及
び
Ｐ
Ｋ
Ｏ
分
担
金
以
外
の
国
連
ま
た
は
国
際
機
関
へ
の
拠
出
金

で
、
日
本
に
お
け
る
口
座
を
通
じ
る
「
国
内
送
金
」
を
行
っ
て
い
た
例
が
あ
る
か
ど
う
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
あ
る
な
ら
ば
、
具
体
的
に
国
際
機
関
名
と
日
本
に
お
け
る
事
務
所
名
、
拠
出
金
名
、
拠
出
金
額
及
び
「
国
内
送

金
」
を
行
っ
て
い
た
期
間
を
列
挙
さ
れ
た
い
。

（
�
）

外
務
省
以
外
の
省
庁
で
、
国
際
機
関
へ
の
外
貨
拠
出
に
当
た
っ
て
「
国
内
送
金
」
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
あ
る
い
は
採
用
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
省

二



庁
名
、
国
際
機
関
名
と
日
本
に
お
け
る
事
務
所
名
、
拠
出
金
名
、
拠
出
金
額
及
び
「
国
内
送
金
」
を
行
っ
て
い
た
期

間
を
列
挙
さ
れ
た
い
。

（
�
）

文
部
科
学
省
は
二
〇
〇
九
年
五
月
二
十
六
日
現
在
も
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
を
行

い
、
そ
の
中
で
「
国
連
に
対
す
る
日
本
政
府
の
拠
出
受
け
入
れ
に
際
し
、
事
務
的
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の

一
文
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
「
国
連
に
対
す
る
日
本
政
府
の
拠
出
」
と
は
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
拠
出
金
を
指

し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
が
入
居
し
て
い
る
国
連
大
学
の
建
物
を
無
償
供
与

し
て
い
る
文
部
科
学
省
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
の
方
針
変
更
以
降
も
、
日
本
政
府
が
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
の
口
座
を
使
っ

て
拠
出
金
を
「
国
内
送
金
」
し
て
い
た
事
実
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
し
て
い
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
は
本
年
五
月
上
旬
ま
で
、
自
ら
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
「
国

連
に
対
す
る
日
本
政
府
の
拠
出
受
け
入
れ
に
際
し
、
事
務
的
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の
一
文
を
掲
載
し
て
い

た
が
、
上
記
の
文
部
科
学
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
紹
介
と
あ
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
の
方
針

変
更
以
降
も
日
本
政
府
が
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
の
口
座
を
使
っ
て
拠
出
金
を
「
国
内
送
金
」
し
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い

る
の
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
実
の
経
緯
等
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
日
本
政
府

三



が
、
こ
れ
か
ら
も
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
を
通
じ
て
国
連
に
対
す
る
拠
出
金
を
「
国
内
送
金
」
す
る
意
思
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
も
の
な
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

外
務
省
に
よ
る
外
国
為
替
運
用
及
び
差
益
流
用
の
法
的
根
拠
な
ど
に
つ
い
て

外
務
省
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
以
前
ま
で
は
、
「
国
内
送
金
」
に
よ
る
国
際
機
関
へ
の
外
貨
拠
出
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、

及
び
、
そ
の
方
式
は
、
予
算
編
成
時
の
支
出
官
レ
ー
ト
よ
り
も
で
き
る
だ
け
円
高
の
局
面
に
お
い
て
実
勢
レ
ー
ト
で
支
払

い
、
そ
の
差
益
分
を
国
庫
に
返
納
せ
ず
に
同
省
で
流
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、

「
税
金
を
使
っ
た
外
国
為
替
運
用
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

（
�
）

外
務
省
設
置
法
は
、
同
省
が
こ
の
よ
う
な
「
税
金
を
使
っ
た
外
国
為
替
運
用
」
を
行
う
権
限
を
付
与
し
て
い
る
の

か
、
付
与
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
具
体
的
な
条
項
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
同
設
置
法
以
外
に
、
こ
の
よ
う
な

運
用
の
法
的
根
拠
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
条
項
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

外
務
省
は
円
高
基
調
の
一
九
九
〇
年
代
前
半
、
こ
の
よ
う
な
「
国
内
送
金
」
に
よ
る
為
替
運
用
に
よ
り
得
ら
れ
た

巨
額
な
差
益
を
他
の
拠
出
金
な
ど
に
「
流
用
」
し
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
財
政
法
に
定
め
ら
れ
た
「
流
用
」

は
、
省
庁
に
お
い
て
配
分
さ
れ
た
予
算
を
運
用
し
て
得
ら
れ
た
「
差
益
」
に
つ
い
て
も
適
用
を
想
定
し
た
も
の
で
あ

四



る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
想
定
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
省
庁
が
予
算
を
運
用
し
て
利
益
を
上
げ
る

権
限
を
有
し
て
い
る
と
す
る
根
拠
法
規
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

与
謝
野
馨
財
務
相
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
十
一
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
「
在
外
公
館
が
手
持
ち
の
為
替
を
運

用
す
る
あ
る
い
は
運
用
益
を
得
よ
う
と
し
て
投
機
、
投
資
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
想
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
想
定
し
て
い
な
い
」
と
す
る
法
的
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
「
外
務
本
省
」
で
は
予

算
の
為
替
運
用
が
想
定
さ
れ
、
「
在
外
公
館
」
で
は
予
算
の
為
替
運
用
が
想
定
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
「
外
務
本

省
」
と
「
在
外
公
館
」
と
の
間
で
、
外
国
為
替
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
の
法
的
根
拠
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る

の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

外
務
省
が
国
際
機
関
に
拠
出
す
る
予
算
を
「
国
内
送
金
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
差
益
」
に
つ
い
て
、

一
九
九
二
年
二
月
以
降
二
〇
〇
一
年
四
月
ま
で
の
十
年
間
に
つ
い
て
、
得
ら
れ
た
「
差
益
」
の
額
、
財
務
省
が
「
流

用
」
を
承
認
し
た
額
、
国
庫
に
返
還
さ
れ
た
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

外
務
省
は
二
〇
〇
九
年
四
月
二
十
二
日
の
衆
議
院
海
賊
対
処
等
特
別
委
員
会
で
の
別
所
浩
郎
外
務
省
総
合
外
交
政

策
局
長
答
弁
で
は
「
国
際
機
関
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
口
座
を
開
設
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
国
際
機
関
自
身

五



が
決
め
る
と
い
う
の
が
基
本
」
と
述
べ
、
「
国
内
送
金
」
に
当
た
っ
て
は
、
あ
た
か
も
国
際
機
関
の
側
が
日
本
国
内

の
口
座
に
送
金
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
か
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
で
は
、
具
体
的
に
問
う
が
、
国
連
本
部

は
毎
年
暮
れ
に
通
常
予
算
の
分
担
金
額
を
日
本
政
府
に
知
ら
せ
る
際
に
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
の
口
座
で
は
な
く

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
国
連
本
部
の
口
座
に
送
る
よ
う
述
べ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
事
実
か
、
あ
る
い
は
、
国
連
本

部
は
日
本
国
内
の
口
座
に
送
金
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
事
実
か
、
い
ず
れ
で
あ
る
か
、
そ
の
根
拠

と
な
る
証
拠
を
示
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
前
者
の
場
合
に
は
、
日
本
政
府
が
国
連
の
要
請
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
あ
え
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
を
通
じ
て
「
国
内
送
金
」
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
理
由
は
何
か
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

外
務
省
に
よ
る
「
国
内
送
金
」
で
の
外
国
為
替
運
用
の
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て

外
務
省
は
二
〇
〇
九
年
四
月
二
十
二
日
に
、
衆
議
院
外
務
委
員
会
理
事
懇
談
会
に
お
い
て
、
「
分
担
金
等
の
東
京
国
連
広

報
セ
ン
タ
ー
経
由
の
送
金
に
際
し
て
の
為
替
手
数
料
」
と
題
す
る
文
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
は
「
外
務
省
よ
り
三
菱
東
京
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
青
山
通
支
店
に
対
し
、
東
京
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
）
の
ド
ル
建
て
当
座
預
金
口
座
出
入
金
記
録

（
一
九
九
二
年
二
月
以
降
分
に
つ
き
入
手
済
）
を
も
と
に
、
当
該
出
入
金
記
録
と
照
合
で
き
る
分
担
金
等
の
送
金
に
係
る
為

六



替
手
数
料
を
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
通
り
回
答
が
あ
っ
た
。
�
�
当
該
出
入
金
記
録
と
照
合
で
き
る
分
担
金
等
の
送
金

に
係
る
記
録
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
十
五
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
取
引
に
つ
い
て
の
み
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
�
�
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
月
十
五
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
取
引
に
つ
い
て
、
売
買
益
（
為
替
手
数
料
）
は
、
い

ず
れ
も
一
ド
ル
当
た
り
三
〇
銭
で
あ
っ
た
。
三
月
十
五
日
か
ら
二
十
三
日
の
送
金
額
の
合
計
は
約
一
億
九
四
五
万
ド
ル
、
そ

の
売
買
益
（
為
替
手
数
料
）
は
計
算
す
る
と
合
計
は
約
三
二
八
四
万
円
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

（
�
）

政
府
は
、
国
民
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
説
明
責
任
が
あ
り
、
そ
の
た
め

に
、
憲
法
上
の
機
関
と
し
て
会
計
検
査
院
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
外
務
省
は
再
三
再
四
資
料
を
廃
棄
し
た
と
し

て
、
そ
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
な
い
。
外
務
省
が
調
査
を
行
っ
た
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
青
山
通
支
店
は
、
一
九

九
二
年
二
月
以
降
二
〇
〇
一
年
四
月
以
前
ま
で
の
す
べ
て
の
出
入
金
記
録
を
保
持
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
国
民
の

税
金
の
使
途
に
つ
い
て
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
さ
ら
に
、
同
銀
行
に
強
く
協
力
を
求
め
、
少
な
く
と
も
一
九

九
二
年
二
月
以
降
二
〇
〇
一
年
四
月
以
前
の
同
口
座
を
通
じ
た
政
府
か
ら
国
連
本
部
へ
の
送
金
記
録
と
、
為
替
手
数

料
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

さ
ら
に
、
為
替
手
数
料
以
外
に
も
、
送
金
手
数
料
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
九
九
二
年
二
月
以
降
二
〇

七



〇
一
年
四
月
以
前
ま
で
の
間
、
そ
れ
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

「
外
貨
拠
出
に
よ
る
方
針
変
更
」
の
後
、
外
務
省
所
管
の
国
連
分
担
金
な
ど
の
外
貨
拠
出
に
関
す
る
為
替
手
数
料

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
過
去
五
年
間
の
各
年
に
お
け
る
国
連
分
担
金
の
送
金
に
当
た
っ
て
の
為
替
手
数

料
、
そ
の
他
送
金
手
数
料
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
明
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
五
年
間
の
途
中
で
為
替
手
数
料

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
も
明
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

八


